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│ウイルス肝炎の周辺知識│ウイルス肝炎の肝外合併症 │

ここ数年，国を挙げてのウイルス肝炎・肝癌の撲滅
運動が本格化している．ウイルス肝炎の抗ウイルス療
法においても，治療法の研究開発に対する厚労省から
の助成金の増額に加えて，2008 年 4 月より C型肝炎，
B型肝炎のインターフェロン療法に対する公的助成制
度が始まっている．そこで，肝炎の専門医療機関のみ
でなく，一般医療機関においても C型および B型肝
炎患者の治療への関心が急速に高まっている．
このような時期に，C型肝炎を長年にわたって診療

され，精通された 3人の先生方が編者となり，C型肝
炎の診療ならびに治療に関する実践に即した成書とし
て『そこが知りたい C型肝炎のベスト治療』が企画・
出版された．
前半では患者説明に役立つわかりやすい図譜をはじ

めとして，C型肝炎の自然経過，各患者の治療効果を
予測する因子，インフォームド・コンセント，ガイド

ラインに基づく標準治療法など，重要なポイントが網
羅されている．後半ではインターフェロン療法の実際
の進め方，合併症などが詳細に紹介されている．
この本の特徴は，各エキスパートにお願いして，自
分の実際の経験を基に，症例に応じた治療の対応の仕
方やさじ加減ともいうべき，通常のテキストにはあま
り書かれていない各自の治療における考え方を，非常
にわかりやすく解説していただいている点である．
また，インターフェロンの社会医学として，国や東
京都の医療費補助の取り組みや肝炎情報センターにつ
いても詳しく紹介されている．さらに付録として現在，
保険採用されている各インターフェロンのバイアルを
カラー写真で示し，その特徴に加えて，投与上の注意点，
報告されている有害事象が詳細にまとめられている．
まさに C型肝炎治療における日常診療の手引とも
言うべき書である．
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